
 

 ７／２９（月）の発表    　　　　　　　　　　【道庁プレスリリース】

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報道発表資料の配付日時　７月29日（月）10時00分 

 発 表 項 目 　北海道における特定外来生物チャネルキャットフィッシュ（通称：アメ

 （ 行 事 名 ） 　リカナマズ）の初確認について

  

 概 要 【ポイント】 

　環境省から、江別市内で捕獲された魚が外来生物法（※1）に基づき

特定外来生物に指定されているチャネルキャットフィッシュ（通称：

アメリカナマズ）（Ictalurus punctatus）であることが確認された旨、

連絡がありましたので、お知らせします。 

　道内では初の確認事例となります。 

（※１）特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律

 

○　６月23日（日）に、江別市中島の河川で、釣り上げられたナマズ１

個体について、環境省が、専門家による同定の結果、道内では初確認

となるアメリカナマズと確認しました。 

 

○　本種は大型の上位捕食者で様々な動物を捕食するため、生態系への

被害やワカサギ、モクズガニ等の水産有用種への被害が懸念されます。 

 

○　外来生物法に基づき、本種の生きたままの運搬、飼養、放流等は禁

止されています。本種と思われる魚を釣り上げた場合は、その場で殺

処分した上で、放置せずに持ち帰ってください。 

　　また、下記宛先へ情報提供いただくようお願いいたします。 

【情報提供先】 

　環境省北海道地方環境事務所野生生物課 (電話 011-299-1954) 

※　下記アドレスに確認地点、日時、写真（10MBまで可能）等の情

報をご提供ください。 

Mail：HOKKAIDO-YASEI@env.go.jp 
 

 ○　道では道民への周知や注意喚起など環境省や市町村等関係機関と連携

 　して対応していきます。

 参 考 　詳細は別紙「環境省報道発表資料」をご覧ください。

 報 道 ( 取 材 ) 　本種の取扱いに係る注意事項について、積極的な啓発をお願いします。 

 に 当 た っ て 　また、内容についての問い合わせは、環境省北海道地方環境事務所野生

 の お 願 い 生物課 (電話 011-299-1954)までお願いします。

 他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所) 

 と の 関 係  同 時 レ ク   環境省北海道地方環境事務所、江別市

 担 当 　環境生活部自然環境局自然環境課（担当者：課長補佐　永仮） 

 （ 連 絡 先 ） 　ＴＥＬ　ダイヤルイン　０１１－２０４－５２０３　（内線２４－３５２） 

　　　　　公用スマホ　　０１１－５８５－６１０４　（内線４４２８０）



  

 環境省報道発表  
 

令和６年７月 29 日（月） 

＜北海道、江別市同時発表＞ 
 

１．令和６年６月 23日(日)に北海道江別市中島の河川で市民が釣り上げたナマ

ズについて、専門家による同定の結果、北海道では初確認となる、外来生物法

に基づき特定外来生物に指定されているチャネルキャットフィッシュ（通称：

アメリカナマズ）(Ictalurus punctatus)であることが確認されましたので、

お知らせします。 
 

２．本種は大型の上位捕食者で様々な動物を捕食するため、生態系への被害やワ

カサギ、モクズガニ等の水産有用種への被害が懸念されます。 

 

３．侵入初期の発見と迅速な防除が外来生物の定着を防止するために重要であ

ることから、関係機関と連携して侵入状況の把握や対策の検討を進めます。 

 

４．外来生物法に基づき本種の生きたままの運搬、飼養、放流等は禁止されてい

ます。本種と思われるナマズを釣り上げた場合は、その場で殺処分した上で、

放置せずに持ち帰って下さい。また、下記まで情報提供をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

＜詳細は次ページ以降＞ 

内容についての問合せ先 

環境省北海道地方環境事務所 

野生生物課 

直 通：011-299-1954 

課 長：西野 雄一 

企画官：福田 真 

専門官：佐藤 拓真（担当） 

TAKUMA_SATO@env.go.jp 

北海道における特定外来生物チャネルキャットフィッシュ 

（通称：アメリカナマズ）の初確認について 

○情報提供先（北海道地方環境事務所野生生物課のメールアドレス） 

下記アドレスに確認地点、日時、写真（10MB まで可能）等の情報をお知らせ下さい。 

 HOKKAIDO-YASEI@env.go.jp 

釣り上げられたチャネルキャットフィッシュ 

（写真：木下氏提供） 

参考 



■ 経緯 

６/23(日) 市民が北海道江別市中島の河川にて、ナマズ１個体を釣り上げる。 

６/24(月) アメリカナマズの可能性があるとのことでこの釣り人から環境省に通報 

７/１(月) 環境省から依頼を受けた専門家による同定の結果、特定外来生物チャネル

キャットフィッシュの成魚であることが判明。北海道で初の確認事例。 

 

■ チャネルキャットフィッシュについて 

・特徴：成魚の全長は 60～100 ㎝、背面は黒灰色、腹面は灰白色。背びれ・胸びれに鋭 

い棘がある。水温 0～32℃で生息可能。 

・食性：動物食（魚類、甲殻類、貝類。幼魚は水生昆虫が主） 

・繁殖：繁殖期は５月から７月。産卵数は約２万～５万粒。 

・自然分布：カナダ南部、アメリカ東部、メキシコ北東部の河川、湖沼に生息 

・特定外来生物指定日：平成 17 年６月１日 

・特定外来生物への指定理由：大型になる上位捕食者であり、メキシコでは本種の導入・

定着後に在来魚類の減少を含む在来生物相の変化が報告されている。北アメリカ

原産であるため冬の低水温にも耐えることが可能で、近年、霞ヶ浦では急速に生

息数が増加しており、在来の生態系に被害を及ぼすおそれがある。 

・日本への侵入状況：阿武隈川水系、利根川水系、琵琶湖・淀川水系 

・被害例：茨城県霞ヶ浦ではワカサギやテナガエビなどが捕食されている。ひれに鋭い棘

があるため、漁網にかかると漁業者がけがをしたり外すのに大きな労力がかか

る。 

 

■ 特定外来生物とは 

外来生物法に基づき、外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身

体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定されま

す。指定された生物の取扱いについては、飼養等（飼養、栽培、保管又は運搬）、輸入、

譲渡し、放出等の禁止といった厳しい規制がかかります。 

 

■ 対応状況 

・関係機関との連携：北海道、江別市等と情報共有及び対策の検討を進めている。 

・侵入状況の確認：市民へ情報提供を依頼するとともに、確認地点を中心に侵入状況の把

握調査を実施する。 

・外来種被害予防３原則の徹底：今回のチャネルキャットフィッシュの侵入経緯は不明だ

が、環境省では、侵略的外来種による被害を予防するための外来種被害予防３原

則の徹底を求めていく。 

○外来種被害予防３原則 

①入れない 

悪影響を及ぼすおそれのある外来種を自然分布域から非分布域へ「入れない」 

②捨てない（逃がさない・放さない・逸出させないことを含む） 

飼養・栽培している外来種を適切に管理し「捨てない」 

③拡げない（増やさないことを含む） 

既に野外にいる外来種を他地域に「拡げない」 

 

■ 疑わしいナマズ発見時の対応について 

チャネルキャットフィッシュと疑わしいナマズを発見された方は、下記メールアドレ

スに確認地点、日時、写真（10MB まで可能）等の情報をお知らせ下さい。 

 HOKKAIDO-YASEI@env.go.jp （北海道地方環境事務所野生生物課） 



また、以下に留意するようお願いします。 

 

○ チャネルキャットフィッシュは、外来生物法に基づき特定外来生物に指定されており、

飼育、生きたままの運搬、放出等の取扱いが禁止されています。釣り上げたチャネルキャ

ットフィッシュを持ち運ぶ場合は、必ず殺処分してから運んでください。 

・釣りをされる方へ（環境省・農林水産省パンフレット） 

https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/files/04_gairai_tsuri_r.pdf 

 

○ 本州では、釣り上げたチャネルキャットフィッシュの死骸を陸上に放置する行為が確

認されています。もし釣り上げてもこのような行為は絶対に行わないでください。廃掃

法違反になるおそれがあるほか、野生動物に対する餌やりにつながったり、衛生面でも

問題となります。 

 

○ チャネルキャットフィッシュの詳しい特徴、対処方法などは下記を参照してください。 

・特定外来生物の見分け方（同定マニュアル）（環境省HPより） 

https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/manual.html 

・みんなのアメリカナマズガイドブック（国立環境研究所HPより） 

https://www.nies.go.jp/biwakobranch/projects/channelcatfish.html 

・侵入生物データベース（チャネルキャットフィッシュ）（国立環境研究所HPより） 

https://www.nies.go.jp/biodiversity/invasive/DB/detail/50120.html 

・外来魚に立ち向かう（水産庁HPより） 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/pdf/naisuimeninfo-19.pdf 



 

■ 今回確認されたチャネルキャットフィッシュ 

※クレジットはいずれも「木下氏提供」となります。 

  
写真：現場周辺の環境と釣り上げた個体（40～50cm、成魚） 

 

 

■ 今回チャネルキャットフィッシュが確認された地点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真の二次的利用を希望される方は、北海道地方環境事務所野生生物課（011-299-1954）

までご連絡ください。使用される場合はそれぞれ「木下氏提供」のクレジットを表記して

ください。 

 

以 上 

 

 

確認地点 


